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は
じ
め
に

　

我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
、
過
去
四
〇
年
余
り

の
間
に
、
供
給
熱
量
総
合
食
料
自
給
率
で
七
九
％

（
昭
和
三
五
年
度
）か
ら
四
〇
％（
平
成
一
二
年
度
）

に
低
下
し
、
主
要
先
進
国
の
な
か
で
最
低
の
水
準

に
な
っ
て
い
る
。
一
方
世
界
の
食
料
需
給
は
、
人

口
の
増
加
や
地
球
環
境
問
題
等
か
ら
中
長
期
的
に

は
逼
迫
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

　

平
成
一
一
年
七
月
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
に
お
い
て
は
食
料
の
安
定
供

給
の
確
保
が
基
本
理
念
と
さ
れ
、
自
給
率
目
標
の

達
成
に
向
け
て
、
食
料
消
費
の
改
善
と
国
内
農
業

生
産
の
増
大
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
政

策
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
食
料

自
給
率
の
向
上
を
は
か
る
た
め
に
は
、
生
産
者
や

食
品
産
業
事
業
者
が
連
携
し
て
、
消
費
者
の
求
め

る
安
全
・
安
心
な
食
料
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い

く
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

一
．
調
査
の
概
要

　

標
記
調
査
は
、「
平
成
一
三
年
度
食
料
安
定
供

給
対
策
基
本
調
査
等
委
託
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

当
総
合
研
究
所
が
農
林
水
産
省
総
合
食
料
局
食
料

政
策
課
か
ら
受
託
し
、
国
内
農
畜
産
物
の
フ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
国
内
産
地
と
食
品
産
業
の
連
携

等
に
関
す
る
事
例
調
査
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

特
に
主
要
な
農
畜
産
物
に
つ
い
て
生
産
か
ら
加
工
、

流
通
、
消
費
に
至
る
実
需
者
ニ
ー
ズ
や
供
給
体
制
等

に
関
し
、
多
様
な
事
例
に
つ
い
て
整
理
を
お
こ
な
っ
た
。

　

調
査
は
、
食
品
産
業
等
実
需
者
に
対
し
国
内
農

畜
産
物
の
利
用
ニ
ー
ズ
や
活
用
形
態
、
生
産
者
団

体
等
と
の
連
携
や
課
題
等
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
よ
り
実
施
し
た
。
ま
た
生
産
者
団
体
等
か
ら
、

生
産
面
で
の
課
題
や
販
売
・
流
通
形
態
、
契
約
的

取
引
等
食
品
産
業
と
の
連
携
事
例
等
に
関
す
る
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
お
こ
な
っ
た
。事
例
に
つ
い
て
は「
穀

物
編
」「
野
菜
・
果
実
編
」「
畜
産
編
」「
外
食
編
」

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
書
に
ま
と
め
て
い
る
。

二
．
調
査
の
ポ
イ
ン
ト

1
Å

「
穀
物
編
」
の
対
象

ａ
．
米

　

本
調
査
に
お
い
て
は
加
工
用
需
要
と
し
て
の
、

酒
造
米
と
も
ち
米
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
契
約
取
引
の
形
態
が
普
及
し
て
お
り
、
生

産
者
側
、
実
需
者
側
が
ど
の
よ
う
に
運
営
し
、
評

価
し
て
い
る
か
に
主
眼
を
置
い
た
。
な
お
、「
穀

物
編
」
で
は
、
米
の
生
産
調
整
に
伴
う
転
作
作
物

と
し
て
、
麦
や
大
豆
等
の
動
向
を
主
要
な
調
査
対

象
と
し
て
い
る
。

ｂ
．
小　

麦

　

小
麦
は
、
水
田
を
有
効
利
用
し
、
自
給
率
の
向

上
を
は
か
る
上
で
、
基
幹
的
な
作
物
で
あ
る
。
麦

作
を
定
着
さ
せ
、
拡
大
を
は
か
る
た
め
に
は
、
そ

れ
に
見
合
う
実
需
が
伴
う
か
ど
う
か
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
こ
の
た
め
主
産
地
で
あ
る
北

海
道
の
畑
作
小
麦
と
北
関
東
の
転
作
小
麦
を
対
象

に
、
生
産
動
向
と
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
焦
点
を
お
い
た
。

ｃ
．
ビ
ー
ル
麦

　

国
産
ビ
ー
ル
麦
は
、
生
産
者
団
体
と
大
手
ビ
ー
ル

会
社
に
よ
る
組
織
的
な
契
約
取
引
が
採
用
さ
れ
て
お

り
、
体
系
的
な
取
引
形
態
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
生

産
者
と
実
需
者
が
連
携
し
て
課
題
解
決
を
は
か
っ
て

お
り
、
長
年
に
渡
る
努
力
の
賜
物
と
も
い
え
る
。
契

約
取
引
や
協
議
会
組
織
の
運
営
等
に
関
し
、
特
に
栃

木
県
を
中
心
に
関
係
先
の
連
携
関
係
や
具
体
的
な
取

組
み
に
重
点
を
お
い
て
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

ｄ
．
大　

豆

　

大
豆
は
小
麦
と
並
ん
で
、
水
田
転
作
の
基
幹
的
作

物
で
あ
る
。
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
推
進
す
る
上
で
、

実
需
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
対
応
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
全
国
各
地
区

に
産
地
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、
実
需
者
と
の
連
携
が

模
索
さ
れ
て
い
る
。
本
調
査
に
お
い
て
も
大
豆
を
重

点
品
目
と
し
、
主
要
な
実
需
先
で
あ
る
味
噌
、
納
豆
、

豆
腐
等
の
動
向
に
つ
い
て
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

ｅ
．
そ　

ば

　

そ
ば
は
麦
、
大
豆
に
比
べ
て
粗
収
入
が
低
く
、

転
作
の
誘
引
に
欠
け
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
栽

培
が
容
易
で
、
中
山
間
地
域
対
策
や
地
域
振
興
等

の
観
点
か
ら
生
産
振
興
も
は
か
ら
れ
て
お
り
、
地

産
地
消
的
取
組
み
も
進
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
地

域
特
産
物
と
し
て
の
取
組
み
が
は
か
ら
れ
て
い
る
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長
野
県
と
山
形
県
で
の
事
例
を
と
り
あ
げ
た
。

2
Å

「
野
菜
・
果
実
編
」
の
対
象

ａ
．
特
産
物

　

特
産
物
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
に
お
け
る
「
茶
」

の
代
表
的
な
産
地
で
あ
る
静
岡
県
に
つ
い
て
調
査
し
、

生
産
か
ら
一
次
加
工
、
荒
茶
の
再
製
加
工
、
販
売
に

至
る
茶
の
流
通
過
程
に
お
け
る
主
体
間
の
連
携
に
重

点
を
置
い
た
。
ま
た
、
山
間
農
業
地
帯
で
古
く
か
ら

栽
培
さ
れ
、
地
域
特
産
物
と
し
て
地
場
産
業
が
取
り

組
ん
で
い
る
蒟
蒻
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
た
。

ｂ
．
い
も
類

　

馬
鈴
薯
に
つ
い
て
は
、
代
表
的
産
地
で
あ
る

北
海
道
を
中
心
と
し
た
。
甘
藷
は
、
東
日
本
に
お

け
る
甘
藷
の
産
地
で
あ
る
千
葉
県
に
つ
い
て
調
査

し
、
近
接
す
る
地
域
で
取
組
み
の
考
え
方
が
異
な

る
事
例
を
取
り
上
げ
た
。
な
お
、
で
ん
粉
原
料
用

に
つ
い
て
は
本
調
査
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。

ｃ
．
野　

菜

　

野
菜
に
つ
い
て
は
、
農
産
加
工
と
野
菜
流
通
を

主
た
る
対
象
と
し
て
調
査
を
実
施
し
た
。
品
目
が

多
岐
に
渡
る
た
め
、
農
産
加
工
に
つ
い
て
は
原
料

取
引
を
中
心
に
、
契
約
取
引
の
代
表
的
品
目
で
あ

る
加
工
用
ト
マ
ト
と
、
北
海
道
に
お
け
る
生
産
者

と
実
需
者
の
連
携
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
た
。
野

菜
の
流
通
で
は
、
取
引
形
態
と
し
て
一
般
化
し
て

い
る
市
場
経
由
の
相
対
取
引
に
着
目
し
た
。

ｄ
．
果　

実

　

果
実
も
果
実
加
工
と
果
実
の
流
通
に
つ
い
て
対

象
と
し
た
。
品
目
で
は
、
み
か
ん
、
り
ん
ご
、
桃
、

桜
桃
、
ぶ
ど
う
で
あ
る
が
、
本
年
度
は
東
日
本
地

区
を
主
た
る
対
象
と
し
た
こ
と
か
ら
、
ウ
エ
イ
ト

的
に
は
り
ん
ご
が
高
く
な
っ
た
。
果
実
加
工
に
お

い
て
は
、
特
に
み
か
ん
、
り
ん
ご
に
お
け
る
搾
汁

工
場
の
原
料
調
達
、
果
実
の
流
通
で
は
市
場
経
由

の
相
対
取
引
の
状
況
な
ど
を
通
じ
て
、
主
体
間
の

関
係
に
重
点
を
置
い
た
。

3
Å

「
畜
産
編
」
の
対
象

ａ
．
牛
乳
・
乳
製
品

　

関
東
地
区
と
北
海
道
の
動
向
を
中
心
と
し
た
。

関
東
地
区
は
首
都
圏
の
大
消
費
地
に
隣
接
し
、
栃

木
、
千
葉
、
群
馬
な
ど
が
主
産
県
で
、
飲
用
向
け

が
主
体
で
あ
る
。
北
海
道
は
全
国
飼
養
頭
数
の
半

数
を
占
め
、
加
工
原
料
乳
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
く
主

要
乳
業
メ
ー
カ
ー
も
拠
点
を
お
い
て
い
る
。
特
に

生
産
か
ら
、
加
工
、
流
通
、
消
費
に
至
る
状
況
と

連
携
関
係
を
中
心
に
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。

ｂ
．
牛　

肉

　

地
域
的
に
は
酪
農
生
産
基
盤
と
結
び
つ
い
た
肉

牛
生
産
を
お
こ
な
っ
て
い
る
北
海
道
を
重
点
と
し

た
。
ま
た
、
家
族
経
営
に
よ
る
畜
産
が
厳
し
く
な

る
中
で
、
法
人
経
営
に
よ
り
大
規
模
な
肉
用
牛
生

産
を
お
こ
な
っ
て
い
る
会
社
に
つ
い
て
も
注
目
し
た
。

ｃ
．
豚　

肉

　

東
北
地
区
と
関
東
地
区
を
対
象
と
し
た
。
東
北

地
区
で
は
、
生
産
か
ら
処
理
・
加
工
、
販
売
に
至

る
一
貫
体
系
を
確
立
し
て
い
る
対
象
先
を
選
定
し

た
。
ま
た
、
民
間
企
業
、
系
統
連
合
会
、
Ｊ
Ａ
、

農
事
組
合
法
人
の
取
組
み
な
ど
で
き
る
だ
け
多
様

な
形
態
に
つ
い
て
の
フ
ォ
ロ
ー
に
努
め
た
。

ｄ
．
鶏　

肉

　

東
日
本
地
区
に
お
い
て
は
、
東
北
地
区
が
代
表

的
な
ブ
ロ
イ
ラ
ー
産
地
を
形
成
し
て
お
り
、
生
産

か
ら
処
理
・
加
工
、
販
売
に
至
る
鶏
肉
供
給
体
制

に
つ
い
て
調
査
し
た
。
近
年
、
特
に
地
鶏
・
特
定

銘
柄
鶏
も
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成

功
事
例
に
も
着
目
し
た
。

ｅ
．
鶏　

卵

　

鶏
卵
に
つ
い
て
は
、
関
東
地
区
と
東
北
地
区
を

主
た
る
対
象
と
し
た
。
特
に
首
都
圏
立
地
が
見
直

さ
れ
て
お
り
、
大
規
模
な
採
卵
鶏
養
鶏
の
拠
点
も

設
置
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
鶏
卵
の
供
給

体
制
と
、
そ
の
背
景
に
あ
る
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
焦

点
を
当
て
た
。

三
．
食
料
の
安
定
供
給
を
め
ざ
し
て

　

本
調
査
は
事
例
調
査
を
通
じ
て
食
料
自
給
率
向

上
の
課
題
に
つ
い
て
分
析
を
お
こ
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
国
内
農
業
生
産
を
基
本
と
し
た
食
料
自
給

率
向
上
に
つ
い
て
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
の
制
定
に
あ
た
っ
て
重
要
な
論
点
と
な
っ
た
。

　

海
外
農
産
物
の
輸
入
を
拡
大
し
、
国
内
農
業
生

産
に
よ
る
国
民
へ
の
食
料
供
給
を
基
本
に
考
え
る

必
要
は
な
い
と
い
う
主
張
は
根
強
い
。
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
で
は
、
平
成
二
二
年
ま
で
の
計
画
期

間
を
食
料
自
給
率
の
低
下
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
、

着
実
な
向
上
を
は
か
っ
て
い
く
期
間
と
位
置
付
け
て

い
る
が
、自
給
率
の
維
持
す
ら
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

本
調
査
が
我
が
国
の
食
料
自
給
の
実
情
に
つ
い
て

理
解
を
醸
成
す
る
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

な
お
、
紙
幅
の
関
係
上
調
査
の
ポ
イ
ン
ト
に

絞
っ
て
紹
介
し
た
が
、
自
給
率
向
上
に
向
け
て
の

課
題
等
、
内
容
に
つ
い
て
は
総
研
レ
ポ
ー
ト
「
食

料
の
安
定
供
給
を
め
ざ
し
て
」（
14
基
礎
研
№
１

〜
４
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。　
　
　
（
鴻
巣　

正
）


